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I．は　じ　め　に

　パキスタン北部地域（Northern Areas）は，連

邦政府の直轄する地域で，同国北西辺境州のさら

に北東側に位置しており，北はアフガニスタンの

ワハーンおよび中国のシンチャンウイグル自治区

と，南東部はインドとの係争地ジャンム・カシ

ミールと境を接している（図 1）。この地域はヒマ
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ラヤ山脈西端部の北側，カラコラム山脈およびヒ

ンドゥークシュ山脈からパミール高原へと続く山

岳地帯にあり，中央部をインダス川およびその支

流のギルギット（Gilgit）川・フンザ（Hunza）

川が貫流している。それらによって刻まれた河谷

の底部は，年間を通じて降水量の少ない乾燥気候

であり，たとえば，北部地域の中心都市ギルギッ

トの年間降水量は，150　mm程度となっている。

　このようにパキスタンの中でも辺境に位置し，

過酷な自然条件下にある北部地域は，複数の少数

民族が複雑に分かれて居住する地域でもある。こ

れらの少数民族の生活については，たとえば，

Weeks（1984）が，世界各地のイスラム諸民族に

ついて紹介するなかで，取り上げて記述しており，

その大半は伝統的に牧畜と灌漑農業とを生業にし

てきていることがわかる。生井（1982）はその紀

行文の中で，北部地域の中でも最も北に位置する

フンザ地方に行われる農業の形態について述べて

おり，広島（1987）も，この地方の宗教や農業形

態などについて紹介している。

　フンザ地方は，山岳観光地としても知られ，近

年，日本でも放送メディアによって地域の映像が

紹介されるようになってきたが，この地方の生活

実態に関する学術的な研究は必ずしも多くはない。

しかしながらそれらの研究成果の中には，地域の

変化について捉えているものもあり，たとえば

Kreutzmann（1993）は，その社会経済的な変容

の過程を分析し，それらの要因について考察して

いる。また，子島（2002）は，フンザ地方の人々

が信仰するイスラム教イスマイール派による

NGOの地域開発の実態と影響について分析，考

察している。これらによれば，フンザは，その「秘

境」というイメージ通りの景観を保ちながらも，

その地域社会の内部には着実に近代化が進みつつ

あることがわかる。

　一方，フンザ地方の中でもさらに辺境に位置す

るゴジャール（Gojal）地区は，その中央部とは民

族的にも，また位置的な条件でも異なる地域であ

る。彼らの有する独自の言語と固有の文化や生活

については，広島（1983）や酒井（1989）などが

紹介しているが，その自給的な生活様式もまた，

近年，大きく変わりはじめてきている。

　日本大学では 1988年以来，この地区において

交流および学術研究のプロジェクトを推進してき

ており，その経緯については山内（1989）が紹介

しているが，とくに学術研究では，地域の自然，

農牧業，観光や生活様式の実態と変化の過程に 

ついて経年的に追跡し，研究してきている。その

成果のうち，地域の自然環境については藁谷

（1995, 1996, 1997, 2001），Waragai（1999）が，

農業に関しては水嶋（1990）が，また観光化や生

活様式の変化については落合（1999, 2000, 2001, 

2003）が，それぞれ報告している。これらによっ

て，ゴジャール地区の特色やその変化の過程が

徐々に明らかにされつつある。

　本稿は，こうしたゴジャール地区における開発

や地域振興策による地域変容の過程について注目

し，2003年の夏季における現地調査の成果をまじ

えて，農業形態の変化や観光化の進展が生活に与

えた影響を分析することで，そこに存在する問題

点について考察するものとする。

II．地域の概要

　1）パキスタン北部地域の概要

　山岳地域に位置する北部地域の中央部には，南

アジア屈指の大河インダス川とその支流のギル

ギット川およびフンザ川が流下しており，その河

谷沿いの集落を連ねるようにカラコラムハイウェ

イ（Karakoram Highway, 以下 KKH）が通じ 

ている（図 1）。この KKHは，首都イスラマバー

ドから国境のフンジェラーブ（Khunjerab）峠 

（4,700　m）を越えて，中国のカシュガルまでを結

んでおり，国際的な交通の大動脈として重要な役

割を担っている。

　北部地域には 10を超える少数民族（言語集団）

が居住しており，主な言語としてシナー（Shina），

バルティ（Balti），ブルシャスキー（Burushaski），

コワール（Khowar），ワヒ（Wakhi）などをあげ

ることができる（図 2）。シナーは，北部地域で最

も話者の多い言語であり，使用者は中心都市のギ

ルギット周辺地域に分布する。一方，東部のスカ

ルドゥ周辺地域には，チベット系言語であるバル
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ティの話者が多くなっている。ギルギットから

KKHを北上すると，約 100　kmほどでフンザ地方

に至るが，カリマバード（Karimabad）を中心集

落とするフンザ地方中央部には，ブルシャスキー

を使用するブルショー（Burusho）が居住してい

る。

　このフンザ地方中央部は，現代の「桃源郷」と

もいわれる風光明媚な観光地として有名であり，

また長寿の里としても名高い。そのため，北部地

域へは，このフンザ地方を目当てに訪れる外国人

観光客も多くなっている。カリマバード周辺には

こうした観光客を対象とした宿泊施設や土産物を

扱う店舗が数多く立地し，一大観光地となってい

る。

　しかしながらこのフンザ地方には一様に同じ民

族が暮らしているわけではない。とくにフンザ川

沿いにさらに KKHを北上すると，上部フンザに

至るが，この地区はブルショーとは異なるワヒの

人々の生活舞台となっており，とくにフンザと区

別するため地元ではゴジャールと呼ばれている。

　2）ワヒの人々とゴジャール地区の概要

　ゴジャール地区は，フンザ地方の最北部に位置

し，フンザ河谷のシシュカット（Shishkat）から

中国との国境フンジェラーブ峠までを占めている。

地区内には，ディスタギールサール（Distaghir 

Sar : 7,885　m） や，バツーラ （Batura : 7,785　m），

シスパー （Shispare : 7,611　m），パスー（Passu: 

7,478　m）など 7,000　m峰がそびえ，これらから

幾筋もの氷河が流れ下っている（図 3）。ゴジャー

ル地区の人々が暮らすフンザ河谷は，標高 2,400

～ 3,000　mにあって，乾燥が著しく，夏季の日中

は気温が 30℃ を超える一方，冬季には－ 10℃ 以
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図 1　パキスタン北部地域．

Fig. 1　The Northern Areas of Pakistan
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下にまで下がる厳しい気候条件下にある。

　ゴジャール地区に暮らすワヒの人々は，アフガ

ニスタンのワハーン地方から移住してきた人々の

末裔といわれており，同じ民族が，パキスタン，

アフガニスタン，中国，タジキスタンの 4か国に

またがって居住している。彼らの話すワヒ語は，

ペルシャ系の言語であるが，固有の文字を持って

いない。また，彼らもフンザのブルショーと同じ

くイスマイール派のイスラム教を信仰している。

　彼らは河谷に点在する集落を拠点に，灌漑農業

で小麦，大麦，エンドウといった畑作物やリンゴ，

アンズなどの果樹を栽培し，集落と河谷上部の放

牧地との間を移動してヤク，山羊，羊を飼育する

移牧を行うことで自給的な生活を営んできた（水

嶋 , 1990）。こうしたゴジャール地区の生活を大

きく変える契機となったのが，KKH の開通と

AKRSP（アガ・ハーン農村支援事業 , Aga Khan 

Rural Support Programme）をはじめとした

NGOによる地域開発の進展である。

　KKHは，パキスタン北部地域の開発と経済発

展を目指し，パキスタン中央部との物流ルートを

確保するために建設が計画された。また，1960年

代，ソ連，インドに対する国際的な緊張関係の中

で，戦略上，友好関係にあった中国との間を直結

する交通路としても重要であった。そのため中国

の強力な支援を得て建設が実現し，1978年にはイ

スラマバード―カシュガル間のKKH全線が開通し

た。1986年には，パキスタン，中国以外の外国人

にも通行が開放されたことで，ゴジャール地区に

も多数の一般外国人旅行者が訪れることになっ

た 1）。また，このルートによれば，ギルギットから

4～ 5時間程度でゴジャール地区まで到達するこ

とが可能であり，交通の利便性の向上によって，

地区内にも商品経済が浸透することになった。

　一方，イスマイール派の宗教指導者アガ・ハー

ン（Aga Khan）の基金により，1982年ギルギッ

トに設立された NGO 組織が AKRSP である。

AKRSP は，パキスタン北部の山岳地帯にある

村々の地域振興を目的として設立されたもので，

パキスタン政府や他の NGO，民間企業などと連

携しながら北部地域および北西辺境州チトラル地

方の地域開発に取り組んできた。その事業内容は，
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図 2　パキスタン北部地域における言語集団の分布．
The Northern Area of PAKISTAN Physical and Human 
Geography Atlas（1995）による．

Fig. 2　Distribution of language groups in the Northern Areas 
of Pakistan.
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金融，インフラストラクチャーの整備，農牧業指

導，森林事業，人材育成事業などで，こうした事

業展開を機能的に進めるために，VO（Village 

Organization）およびWO（Women's Organiza-

tion）の組織化が進められてきた（AKRSP, 1988）2）。

組織活動の柱は金融業務であり，各 VO および

WOでは，会員からの預金と AKRSPからの借入

金を原資とし，住民に対して貸し付けを行ってい

る。住民はこの事業による融資を受けることで，

住宅の新・改築や自動車等の購入，自営業開業な

どの資金を得ている。これによりゴジャール地区

では新たな事業の機会が創出され，商業や観光業

など新たな産業が拡大していくことになった。ま

た，新しい農作物の導入を行うとともに，トラク

ターや脱穀機等を導入して共同使用するなど，農

作業の機械化による農業の構造改善が進んでいる。

　このほか，ゴジャール地区ではインフラストラ

クチャーの整備も着実に進みつつある。集落の多

くには上水道が敷設されるようになり，ハイバル

（Khaibar）に，は小規模ながら二基の発電所が稼

働していて 3），安定的とはいえないまでも電気が

供給されている。

　このように，ゴジャール地区にも近代化の波は着

実に押し寄せており，人々の職業や生活様式にも

様々な形で変化が生じてきている。そこで次にその

変化の実態を，主として二つの村を事例に詳述する。
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図 3　研究地域（ゴジャール地区）．

Fig. 3　Study area（Gojal） .
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III．フセイニー村における伝統的農業の変化

　1）フセイニー村の概要と伝統的農牧業

　標高約 2,400　mにあるフセイニー（Hussaini）

村は，フンザ川右岸の河岸段丘上，東西に伸びる

グルキン氷河のモレーンの東側斜面に位置する

（図 4）。村には 79世帯，565人（2002年）が居

住しており，穀物栽培と牧畜を組み合わせた伝統

的な農牧業を生業としてきた。生業を成り立たせ

る耕地は，モレーンを開墾して作り上げた本村と

フンザ川対岸の扇状地上にあるザラバード

（zarabad）の 2 個所であり，本村の面積が 580 

Kanal（1 Kanal は約 5 a），ザラバードが 367 

Kanalとなっている。ここでは畑作物のほかアン

ズやクワ，リンゴなど，多くの果樹が栽培されて

きた。牧畜は山羊や羊などの移牧の形態をとって

おり，夏季には村の北方に 10　km 以上離れたバ

ツーラ氷河南側の放牧地で，冬期間は村内の家屋

と接する畜舎で飼養している。

　この地域の伝統的農牧業は，麦類（小麦・大麦）

と豆類（エンドウなど）を組み合わせた輪作によ

る灌漑農業と，移牧により乳製品の製造を行う自

給的なものであった 4）。主食のチャパティーに利

用される穀物類の栽培は，4月上旬の播種から 7

～ 8月の収穫までの期間に行われてきた。穀物栽

培に関わる多くの作業は，農民自らの労働によっ

て担われているが，耕起や脱穀作業では牛を役畜

として利用してきた。

　厳しい自然環境の中で営まれるこの地区の農牧

業は，必ずしも十分な余剰が確保できるほど生産

性は高くなかった。乾燥地域の穀物栽培には灌漑

用水が不可欠であり，この村でもグルキン氷河の

融氷水を，村人が開削した簡便な灌漑用水路で運

んでくるが，年ごとの氷河の動きに応じて取水地

点と取水量が変化し，途中での漏水も多かった。

また，この灌漑用水は低温であり，モレーン上に

立地する耕地は表土が薄いため，地力は悪く，生

産性が低かった。一方，牧畜では，夏の放牧地に

おける自然牧草の生産性に限界があり，冬の飼料

は穀物栽培との関係で十分に確保できるものでは

なかった。このように，伝統的農牧業は多くの問

題を抱えてはいたが，ワヒの人々の重要な生業と

して存続してきた。

　ところが，KKHの開通後，急速に近代化が進展

する中，KKH沿いのこの村もその影響を強く受

けた。1980年代後半には，電気や水道が普及し，

学校も建設された。耕地には換金作物が導入され，

伝統的な農牧業は，貨幣経済の洗礼を受け，1980

年代から 90年代にかけてその経営は大きく変化

することになった。

　2）ジャガイモ栽培の導入と定着

　KKHの開通による商品経済や貨幣経済の浸透

は，この地域一体の農業経営に大きな変化を与え

ることになった。前述のごとく，自給自足の伝統

的農牧業に立脚してきた社会にも大量の商品が流

入し，人々は新たな事態を受け入れざるを得ない

状況に追い込まれた。その中での対応として進め

られたのが，販売を主目的とするジャガイモ栽培

の導入と定着であった。

　2003年現在，北部地域の中でもフンザ地方を

含むギルギット管区は，野菜栽培面積全体に占め

るジャガイモの割合が高い（66.4％）地域ではあ

る。とりわけフンザ地方では，その割合が実に
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図 4　フセイニー村の全景．
フセイニー村はフンザ川（写真手前）右岸の斜面上
にひらけた集落で，村の背後（西側）にあるグルキ
ン氷河から導水し，耕地を灌漑している．北部地域
の重要な幹線道路であるカラコラムハイウェイ
（KKH）が，村を取りまくようにして通じているの
がわかる．なお，グルキン氷河のモレーンの形成に
は，氷河からの土石流が大きく関与している．

Fig. 4　Village of Hussaini.
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85.3％を占めるまでになっている（表 1）。フンザ

地方でも，ジャガイモの栽培面積は穀物栽培の全

面積6,767　haに比べれば7分の1程度ではあるが，

大麦や青刈りトウモロコシの栽培面積を上回って

小麦の栽培面積に近づくまでになっており（表2），

明らかにジャガイモがこの地方の主力作物になり

つつあることがわかる。

　フンザ地方の中でフセイニー村をはじめゴ

ジャール地区にジャガイモ栽培が導入されたのは，

1980年代前半であり，村では，その販売によって

経済的自立をはかることが目的とされた。この地

区は高冷地ということもあって栽培されるジャガ

イモの品質がイスラマバードの市場でも高い評価

を得た。そのため，栽培面積と生産量，出荷量は

急増し，多くの村々では麦類や豆類の栽培を縮小

してまで，その栽培に力を注ぐことになった。

　こうした状況はフセイニー村において典型的に

現れている。フセイニー村では 1970年代まで他

の村々と同様，伝統的な農牧業形態を保持してい

たが，1980年代のジャガイモ栽培導入後，徐々

にその面積が増加していった。とりわけ，商品経

済や貨幣経済の影響が強く現れてきた 1990年代

には，その面積が急増することになった。この村

は地形の関係で，他の村と比較して耕地が狭く，

また，観光資源となる地域資源に恵まれていな

かったために，それらによる現金収入の道は閉ざ
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表 1　ギルギット管区における野菜類の栽培面積．

Table 1　Cultivated area of vegetables in Gigit region.

単位：各左欄が ha，右欄が％

ギルギット管区　計
フンザ地方ナガール地方ギルギット地方

3.1

0.9

1.6

2.8

3.2

85.3

3.1

33

10

17

30

34

908

33

4.4

2.0

7.8

8.3

8.1

60.1

9.4

69

32

124

131

128

952

149

9.5

3.6

6.0

8.8

13.9

49.1

9.1

55

21

35

51

81

286

53

4.9

1.9

5.4

6.6

7.5

66.4

7.3

157

63

176

212

243

2,146

235

インゲン

エンドウ

キャベツ

カブ

トマト

ジャガイモ

その他

100.01,065100.01,585100.0582100.03,232合　計

（2003 年 FAO 資料による）

表 2　ギルギット管区における穀物類の栽培面積．

Table 2　Cultivated area of cereals in Gilgit region.

単位：各左欄が ha，右欄が％

ギルギット管区　計
フンザ地方ナガール地方ギルギット地方

21.1

2.7

13.1

63.1

1,426

184

887

4,270

14.1

2.9

10.3

72.8

1,204

247

878

6,234

24.0

0.2

22.2

53.6

3,688

28

3,415

8,237

20.6

1.5

16.9

61.0

6,318

459

5,180

18,741

小麦

大麦

とうもろこし

牧草

100.06,767100.08,563100.015,368100.030,698合　計

（2003 年 FAO 資料による）
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されていた。しかしながら，様々な商品の購入額

や教育に関わる支出などは拡大し，それらを負担

するに足る現金収入を得るために，ジャガイモ栽

培の導入，定着が急速に進行することになる。こ

の結果，村では図 5のようにほぼ 100％に近い耕

地でジャガイモ栽培が行われ，しかも毎年，連作

で栽培を継続している。もちろん，収穫したジャ

ガイモの大部分は販売に回され，現金収入となっ

ている。

　一方，自給作物の栽培は，対岸のザラバードに

移しているが，その面積だけでは，多くの世帯で

主食用の小麦粉が不足するため，小麦粉を購入し

なければならない。また，近年ではザラバードで

もジャガイモ栽培を導入しているが，まだここの

ジャガイモは自家消費を中心としたものである。

対岸から村までジャガイモを運搬するには，重い

荷を担いでフンザ川にかかる危険な吊り橋を通り

長い距離を歩くほかはなく，現在のところ，ここ

での栽培面積は増える環境にない。

　3）ジャガイモ栽培の経営と人々の生活

　この地区は乾燥地域にあるため，ジャガイモ栽

培にも灌漑が必要である。灌漑用水の不足は村に

とっての死活問題となるため，用水路は村の組織

によって共同管理されている。3月下旬になると，

村全体で用水路の修理を実施するが，グルキン氷

河の末端位置が毎年変動するため，取水地点はそ

の都度修理が必要とされる。現在，この氷河の融

氷水は 5本の用水路により村まで運ばれるが，い

ずれも簡単な構造のため漏水が多く，常時，修理

が求められる。

　4月上旬に，耕起，畝作り，水の引き入れ，肥

料（下肥など）の投入，種芋の植え込みなどの諸

作業が行われるが，これらはいずれも手作業であ

る。5月上旬には発芽するが，これ以降は土壌の

乾燥を防ぐため 5日間ごとに水を供給する。安定

的な水量確保に問題点は残されているが，共同体

的意識の強い村では厳しい慣行は見られない。6

月上旬には，窒素肥料を投入するが，近年この使

用量は増加し，経営に対する負担も大きくなって

きている。収穫時期はその年の天候により異なる

が，概ね 8月下旬から 9月上旬になる。出荷販売

は，買い付けのために訪れる業者に各世帯が個別

に対応し，大きさなどにより価格を決めている。

　ジャガイモ栽培の経営と生活の実態について，

村のほぼ平均に等しい耕地を所有する R氏へのヒ

アリングを行った。氏は大学の修士コース（地理

学）を 2000年に修了したが，いまだに安定した

職業には就いていない。現在，村ではボランティ

ア組織の代表として村の発展に関わり，自らも

ジャガイモ栽培を行っている。2002年現在，氏が

所有する耕地面積は 16 Kanal（本村に 10 Kanal，

ザラバードに 6 Kanal）であった。本村での 

ジャガイモの収穫量は，50袋（1袋は 80　kg）で

4,000　kgとなり，このうち，45袋（3,600　kg） を，

1袋あたり 980 Rs（ルピー：1 Rsは約 2円）で販

売し，44,100 Rsの収入を得た。一方，支出は窒

素肥料 9袋（1袋は 50kgで 650 Rs）を 5,850 Rs

で購入したため，差し引き 38,250 Rsが確保でき

た。これ以外では，乾燥アンズを業者に販売して

いるが，収入はわずかであった。なお，ザラバー

ドでは自給用のジャガイモと小麦の栽培を行って

３１９

図 5　フセイニー村の耕地．
現在，フセイニー村の耕地の大部分はジャガイモの
栽培にあてられており（濃色に見える耕地），元来こ
の地域の主要作物であった麦類（小麦・大麦：淡色
の耕地）は，ほとんど見られない．耕地を画し，ま
た耕地へ家畜が侵入することを防ぐ目的でつくら
れている石垣は，礫を積み上げただけで，礫と礫と
を接着・固定してはいない．この石積技術は伝統的
な家屋の壁面にも用いられているが，こちらは泥土
を塗り込めて固定している．

Fig. 5　Cultivated fields in Hussaini.
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おり，家族 6人（両親と夫婦と二人の子供）の年

間消費量としては十分な量を得ている。ただし現

在はこの収入で支出を賄うことができるものの，

子供の教育費や光熱費など今後予想される支出の

増加に対応するのは難しい。したがって氏は安定

した職業に就くことを希望しているが，この地区

ではその解決は極めて困難である。ジャガイモ栽

培と関連して，この地域が抱えている問題点が浮

かび上がってくる。

　4）村の問題点と課題

　ジャガイモ栽培は村や農家の経済的自立にとっ

て欠くことのできない作物になったが，いくつか

の問題点も指摘される。第 1点は灌漑用水の安定

的な確保である。乾燥地域のジャガイモ栽培では

生産量を安定させるために，灌漑用水の安定した

確保が必要となるが，現実には氷河の末端位置の

変動によって取水場所は不安定となり，また，簡

単な用水路のため破損が激しく，常に水不足が起

きている。この対策として，隣村のグルキン村か

ら新たな用水路を引く計画があるものの，費用の

問題もあり，建設の見通しは立っていない。第 2

点はジャガイモの生産性を安定させるため，低い

地力を補う化学肥料の投入が必要不可欠なことで

ある。しかし，その価格は高く，多くを投入する

と利益が確保できない。代替策としては堆厩肥の

投入が考えられるが，その量も不足している。第

3点は連作障害である。化学肥料への依存と連作

のため，近年，生産性と品質が低下し，大きな問

題となっている。他産業導入の可能性に乏しい現

実が，村の農業をジャガイモ栽培に特化させてき

たため，この状態から抜け出すことは極めて困難

でもある。伝統的農業で行っていた麦類と豆類の

輪作に戻すことで地力の回復をはかる必要がある

ものの，現金収入を必要とする生活の中にあって，

それも難しい状況である。

IV．パスー村における生活の変化と観光業

　1）ゴジャール地区の観光資源と観光施設

  ゴジャール地区は，前述のごとく雄大な自然景

観に恵まれている（図 3）。加えてこの地区には，

フンジェラーブ国立公園を中心にマルコポーロ

シープなどの希少動物が広く生息し，針葉樹の原

生林や放牧地も点在している。こうしたことから，

この地区は登山やトレッキングといった山岳観光

のポテンシャルが非常に高いということができる。

また，ワヒの人々が維持してきた農村景観や農牧

業に依拠する固有の伝統文化もこの地区における

魅力的な観光資源として捉えることができる。と

りわけ，こうした観光資源が，KKHという自動車

道から近いところに位置し，一般の旅行者にとっ

てもアプローチが容易な点は，パキスタン国内で

は他に類を見ない。たとえばフンザ河谷のグル

ミット（Gulmit）からパスー（Passu）付近では，

KKHの間近まで氷河が流下しているため，わず

かな時間で氷河に触れるトレッキングを楽しむこ

とが可能である。また，KKHは 4,700　mもの高

所を自動車で越えることができる世界的にもまれ

なルートであり，中には自転車で往来する旅行者

もあって，それ自体が重要な観光資源とみなされ

ている。このようにゴジャール地区は豊かな観光

資源と多様な観光の可能性を有しており，観光客

の増加による観光収入の増大を期待する地域住民

によって，地区内における観光業への取り組みが

活発化し，観光施設の拡大が進んでいる。

　表 3は，ゴジャール地区における KKH沿いの

集落の宿泊施設や店舗等の立地状況を示したもの

である。とくに宿泊施設が多く立地するのは，ス

スト（Sost），グルミット，パスーの 3村である。

　ススト村は，KKH沿いの村としてはゴジャー

ル地区で最も北に位置している。集落の 2　kmほ

ど北にある出入国管理事務所付近には，ゴジャー

ル地区で最多となる 12 軒の宿泊施設が立地し，

100を超す店舗群が軒を連ねる。また，2軒の銀

行や，交易業者の事務所，あるいは食堂なども見

られ，国境のまちとしての賑わいをみせている。

集落近くのかつて出入国管理事務所があった付近

（旧ススト）にも，KKH沿いに郵便局や数軒の自

動車修理・部品販売店とともに 2軒の宿泊施設が

立地する。グルミット村は，ゴジャール地区最大

規模の集落で 5），行政施設や郵便局，銀行，診療

所，高校などが立地するゴジャール地区の中心地

である。KKH沿いと村の中央部にあるポログラ

３２０
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ウンド周辺に，合わせて 42軒の店舗が立地してお

り，それらの間に 7軒の宿泊施設が点在している。

　パスー村は，これら 2村に比べると村の規模が

小さく，店舗数も少ないが，6軒の宿泊施設を擁

する観光拠点となっている。これは，パスー村が

パスー，バツーラの両氷河に近く，シムシャール

渓谷へ向かうルートの分岐点にあるという，立地

条件によるところが大きい。すなわち，パスー村

は，ゴジャール地区の中でもとくに各観光資源へ

のアクセスが容易であることから，山歩きを目的

とした観光客が集中する地域であり，そうした観

光客を目当てに宿泊施設が立地することになった。

そこでここでは，観光と関わりが深いパスー村を

取り上げ，その生活実態について，家計の状態な

どにより分析を行う。

　2）パスー村における生活の実態

　パスー村は，前章の事例フセイニー村の北にあ

る世帯数104，人口827人（2002年）の村である。

本村はパスー氷河の末端から流れ出す川がフンザ

川に注ぐ地点にあり，開拓地として KKHに沿っ

た北側のジャナバード（Janabad；ニューパスー

ともいう）と，フンザ川の対岸にあるホラマバー

ド（Khuramabad）の二つがパスーに帰属してい

る。

　表 4は，パスー村における 3世帯の 2002年（た

だし，Bの世帯は 2001年）における家計の概要

を示したものである。

　Aはパスーの集落内において店舗を経営してい

る男性（39歳）の世帯である。農業による収入は

およそ 60,000 Rsで，このうち 50,000 Rsがジャ

ガイモの売上げによるものである。ジャガイモ以

外の農業収入は，主として自家で飼養するニワト

リの卵を販売して得られたもので，10,000 Rs程

度であった。店舗経営による収入も農業収入とほ

ぼ同じで，50,000 Rs程度となっており，農業と

店舗経営により，合わせて 110,000 Rs程度の収入

を得ている。

　Bは，宿泊施設を経営する男性（65歳）の世帯

である。収入の中では宿泊施設経営によるものが

200,000 Rs6）で，大半を占めている。このほかに

農業収入として，ジャガイモの販売により

15,000 Rsを得ている。この世帯では，経営する

宿泊施設の食事用にも自家栽培のジャガイモを大

量に使用するため，販売額は少なくなっているも

のと考えられる。

　Cは，教員として働く夫婦（男性：43歳 , 女性：

37歳）の事例である。二人の教職による収入の合

計は156,000 Rsである。この世帯でも，ジャガイ

モの販売による収入は，20,000 Rs程度となって

いる。

３２１

表 3　ゴジャール地区の KKH 沿い集落における観光施設等の立地数．

Table 3　Number of lodging establishments and other facilities in each village along KKH in Gojal.

その他銀行食堂店舗宿泊施設

入管　税関　交易商 Office 9

郵便局

軍施設

役所　郵便局　診療所

2

1

7

3

4

1

137

 21

　0

　7

　1

　4

　4

　0

　3

 44

 11

12

 2

 1

 1

 1

 6

 0

 1

 1

 7

 1

ススト（Sost）

旧ススト（Old sost）

ギルチャ（Gircha）

ムルフーン（Murkhon）

ハイバル（Khaiber）

パスー（Passu）

フセイニ（Hussaini）

ボリット（Borith）

グルキン（Gulkin）

グルミット（Gulmit）

シシュカット（Shishkat）

（2003 年の現地調査による）
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　前章のフセイニー村と同様，パスー村でもジャ

ガイモは，それぞれの世帯において大きな収入源

となっている。実際に Mutabiat Shah（1998）

の調査によれば，村の耕地の約 75％はジャガイモ

もしくは野菜の栽培にあてられており，その大半

はジャガイモの耕作地であることから，パスー村

もまた農業においてはジャガイモ栽培に特化した

村であるということができる。しかしながら事例

の世帯では農外収入の割合も高く，とくに Bおよ

び Cの世帯では，農外収入がジャガイモによる収

入をはるかに凌いでいる。むろん，Bの世帯では

生産されるジャガイモが自営の宿泊施設で利用さ

れ，必要経費を相殺していることを考慮すれば実

質的には宿泊施設経営による収入のうちの相当額

をジャガイモによる収入として見積もるべきでは

ある。しかしながら，それも原価で計算できるこ

とから農外収入が大きいことは間違いない。いず

れにしても B，Cの世帯では，農外収入が大きい

ことからジャガイモの販売収入への依存度は低く，

自家耕作地の中でジャガイモの占める割合は小麦

とほぼ同程度の低い水準にとどまっている。

　これら 3世帯は，パスー村の一般的な事例とは

いえないまでも，決して特殊な事例ではない。実

際に，パスー村では，宿泊施設や店舗の経営の他

にも観光客を対象とした職業に従事するものは多

い。たとえば，自動車を所有して，観光客の輸送

３２２

表 4　パスー村における 3 世帯の家計の概要．

Table 4　Outline of incomes and outgoes of three families in Passu.

収入・支出の単位は Rs

CBA

家族構成 43・（37）・（19）・

（15）・（13）・

（10）・8・4

（93）・65・（45）・

25・22・（20）・

17・（14）・11・9

68・（62）・39・

（27）・12・10・

8・（6）

教員宿泊施設経営店舗経営家計支持者の主たる職業

 20,000

156,000

 24,600

　6,000

　4,500

 14,100

 20,000

　6,000

 24,000

　7,000

 15,000

200,000

 15,700

　7,500

　3,000

　5,200

 10,000

 17,000

 40,000

 20,000

60,000

50,000

22,400

 7,000

 3,000

12,400

10,000

 2,500

10,000

10,000

Ⅰ．主な収入

　農業

　その他の主業

Ⅱ．主な支出

　食料品

　　うち小麦（粉）

　　うち米

　　うちその他

　服飾品費

　光熱費

　教育費

　農業経費（肥料代等）

小麦 1

ジャガイモ 1

小麦 4

ジャガイモ 4

小麦 1

ジャガイモ 5

その他 2

農地

家族構成の数字は年齢．（　）は女性．斜体は主たる家計支持者．
収入・支出は A・C が 2002 年，B が 2001 年の 1 年分．
主な収入には，臨時の副収入を含まない．
農地の数字は畑の面数（正確な面積は不明）．

（2003 年の現地調査による）
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を行う運輸業に携わるものも見られる 7）。また，

ギルギットやイスラマバードの旅行社と契約し，

北部地域ツアーを率いるツアーガイドとして活躍

するものもあり，そうした職業への従事者は高額

の収入を得ている 8）。

　このほかにも，村における農業のかたわら，外

国人観光客のトレッキングに現地ガイドやポー

ターとして関わるケースは多い。パスー村では，

夏季を中心にトレッキング目的で訪れる外国人に，

村の窓口を一本化して対応する「バツーラ氷河・

放牧地ツアー」のシステムを運営している。北部

地域屈指の長さを誇るバツーラ氷河は，パスー村

のすぐ背後にあって村からのアプローチが容易で

あり，その左岸側の斜面にはパスーの放牧地も点

在する雄大で美しい景観に恵まれるため，格好の

トレッキングエリアとなっている。2001年より

開始されたこのシステムは，ポーターの適正な派

遣を行い，旅行者の便宜と環境の保全をはかるこ

とが目的である（落合 , 2003）。村の男性の多くが

このシステムのポーターに登録しており，交代で

トレッカーの需要に対応することで，公平に収入

を得ることができるようになっている。また，英

語を話すことができる若年者を中心に，外国人ト

レッカー相手の通訳兼現地ガイドを引き受けるも

のも少なくないことから，農業やその他正規の職

業に伴う収入の他に，観光に関連する相当額の副

収入があるものと考えられる。さらに，農牧業に

おいても Aの世帯のように，野菜や卵等を村内の

宿泊施設の経営者などに販売したり，山羊や羊な

どの家畜を観光客の食料に提供するケースも見ら

れる。したがって，こうしたケースまで含めれば，

正確なところは不明ではあるが，村の大半の世帯

は，その額の多少はあっても何らかの形で観光に

関わる収入を得ているといってよい。

　一方，収入の拡大に対応して，各世帯における

支出も拡大し，多様化している。たとえば，いず

れの世帯も年間6,000～7,500 Rsの小麦粉を購入

しており，3,000～ 4,500 Rsを米の購入代金に充

てている。小麦は本来であれば自給していた食品

であり，米は従来の食習慣にはないものである。

また，購入する食品には，食用油や肉類，香辛料

なども多く，これらが支出の中で大きな割合を占

めるようになったことが，村における農業の変化，

生活様式の変容を端的に物語っている。また，光

熱費には電気代の占める割合が高く，ボンベ入り

プロパンガスの使用量も含まれる。村の一般家庭

では，煮炊きの燃料として従来のように灌木の枯

れ枝などを用いることが多いものの，電灯などの

使用は一般化している。中には Bの世帯のように，

テレビや洗濯機のような大型の家電製品を所有し，

高額の光熱費を支出する例もあり，石と泥で壁を

固めた伝統的な家屋の屋根にパラボラアンテナが

載る，奇異な光景も散見されるようになった。

　この地区における世帯の支出として大きな割 

合を占めるものに教育費がある。パスー村には，

アガ・ハーン教育事業（Aga Khan Education 

Service, AKES）が運営する小中一貫のDJ学校が

ある。DJ学校は，アガ・ハーン三世（在位 1885

～ 1947）の即位 60周年（Diamond Jubilee）を

記念して設立がはじまった学校で，ゴジャール地

区の各村々にも置かれており，パスー村では児童

のほぼ 100％が，この学校に通って教育を受けて

いる。学齢期の児童がいる世帯では，DJ学校に

授業料を支払うほかに，書籍や文具代も必要とな

る。また，DJ学校卒業後は村外の高等学校へ通

うものも多く，さらにはギルギットやイスラマ

バード，カラチなどの大学に進学するものもある。

これら上級の学校にかかる学費は，家計に大きな

負担とはなるが，それでも，子弟を都市の学校に

送り出す家は多い。ただ，この教育水準の高さが

ゴジャール地区の地域振興を推進する原動力にも

なっており，Cの世帯のように教育職などの専門

職に就く人々も増加し，生活様式の変化を促すこ

とにもつながっている。

　以上のようにパスー村においては，現金収入を

得る道として，ジャガイモをはじめとした商品作

物の栽培に特化するのみならず，観光関連産業な

どにも深く関わることで，収入を拡大しているこ

とがわかる。こうした現金収入を必要とする背景

には，地域の変容に伴う生活様式の変化があるが，

現金収入の拡大は，さらなる生活様式の変化を生

み出し，各世帯における支出の増大を促している。
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　3）観光業の現状と問題点

　ただし観光業への過度の依存には問題も多い。

　表 5はパスーにおける宿泊施設のうち 3軒の，

月別利用者数とその推移を示したものである。観

光客の滞在は，7・8月をピークとして夏季に集

中している。これは，ゴジャール地区が比較的冷

涼な気候とトレッキング等の活動に特徴づけられ

る夏季観光中心の地域であることによる。厳寒の

ためフンジェラーブ峠も閉鎖され，中国との国境

越えができなくなる冬季は，旅行者の足も遠のく

時期である。このように夏季に観光客が集中する

ことは，すなわち農繁期に観光業の繁忙期が重な

ることにもなり，小規模な個人経営によって農牧

業と兼業するパスー村の観光業者は，過重労働に

なる可能性が生じる 9）。世帯人員が多ければ，家

内での分担により多少は負担を軽減することがで

きるものの，農牧業生産に関わる労働への影響は

免れない。

　また，1998年以来の宿泊者数の推移を見ると，

2001年の9月までは漸増の状態が続いていた。し
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表 5　パスー村における 3 宿泊施設の年度別，月別宿泊者数．

Table 5　Number of lodgers of three lodging establishments in Passu.

P Inn

計12 月11 月10 月9 月8 月7 月6 月5 月4 月3 月2 月1 月

411

379

469

498

173

131

17

8

7

1

3

14

20

20

0

8

68

32

49

4

26

41

58

56

65

41

67

51

112

129

24

21

66

58

59

113

10

34

56

54

39

58

10

36

51

44

77

64

28

14

31

26

24

16

9

13

0

16

17

36

8

6

0

2

5

10

2

2

0

10

4

2

4

5

1998

1999

2000

2001

2002

2003

B Inn

計12 月11 月10 月9 月8 月7 月6 月5 月4 月3 月2 月1 月

392

417

389

296

 60

 29

5

0

0

0

2

19

10

4

0

1

46

55

40

4

6

56

50

53

48

18

76

84

80

97

11

8

88

61

77

65

6

9

35

59

40

30

4

5

52

69

61

31

5

7

13

19

28

20

4

0

0

5

1

1

2

0

2

4

5

0

1

0

0

1

0

0

0

0

1998

1999

2000

2001

2002

2003

S Hotel

計12 月11 月10 月9 月8 月7 月6 月5 月4 月3 月2 月1 月

142

234

245

355

 24

 75

0

0

0

0

0

2

0

3

0

0

12

0

37

0

0

19

18

34

36

4

33

96

59

122

6

16

31

86

61

124

4

27

10

16

34

51

3

12

8

7

12

17

3

19

14

11

5

5

4

1

13

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1998

1999

2000

2001

2002

2003

2003 年は 8 月 20 日までの宿泊者数．
（2003 年の現地調査による）
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かしながら9月11日における米国の同時多発テロ

と，それに続くアフガニスタン戦争の影響は大き

く，それ以降，観光客数は急激に減少している。

2002年には前年比 3分の 1ないしは 1割以下にま

で落ち込んでおり，2003年もイラク戦争や国境

を接する中国での SARS禍の影響で，観光客回復

の兆しが見えないでいる。同年 8月における調査

時点でも観光客の姿は少なく，宿泊施設の経営者

からはやり場のない嘆きの声がきかれた。

　表 6は，宿泊施設 Sの 2001年における，国籍

別宿泊者数を示したものである。宿泊者には日本

人のほか，フランス，アメリカ，イギリス，ドイ

ツといった欧米人が多い。この傾向は，他の宿泊

施設についても同様であり，以前に実施した調査

でもほぼ同じ傾向が見られた。すなわち，パスー

村の観光は，先進諸国を中心とした外国人観光客

に大きく依存して成立している。なかでも日本人

の宿泊者数が最も多くなっているが，これもまた

ゴジャール地区のホテルに共通の傾向である。パ

キスタンへの入国者数を国籍別に見ると日本人は

第 7位（2001, Government of Pakistan, Minis-

try of Minorities, Culture, Sports, Tourim and 

Youth Affairs, 2002による）であったことから，

日本人観光客の中にはゴジャール地区にまで足を

運ぶものが比較的多かったということになる。し

たがって 2002年に，日本人が国際情勢に過敏に

反応して海外渡航を控えたことは，ゴジャール地

区における観光客落ち込みに少なからず影響して

いる。いずれにしても，国際情勢を反映して来訪

者数が大きく変動する外国人に依存せざるを得な

い現状は，ゴジャール地区の観光業の大きな問題

点といえよう。

　また，パスー村をはじめゴジャール地区の宿泊

施設には，KKHが外国人に開放された 1986年以
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表 6　S Hotel における月，国籍別宿泊者数（2001 年）．

Table 6　Number of lodgers of S Hotel by Nationality.

計9 月8 月7 月6 月5 月4 月

8

61

7

38

21

15

4

37

36

39

14

21

26

4

5

3

7

8

1

6

1

5

8

4

1

2

6

1

1

1

3

33

11

2

2

9

11

17

3

6

7

3

3

6

6

3

11

2

16

14

3

2

13

15

14

2

15

9

2

2

1

1

3

3

11

2

3

7

6

7

5

1

1

1

1

3

2

4

2

2

3

5

パキスタン

日本

その他のアジア

合衆国

カナダ

オーストラリア

ニュージーランド

イギリス

ドイツ

フランス

オランダ

イタリア

スイス

チェコ

ベルギー

オーストリア

スペイン

その他のヨーロッパ

その他

3553612212451175計

（2003 年の現地調査による）
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降に開業したものが多く 10），地区内には現在もな

お建設中の施設がある。これらの経営が今まで継

続し得たことは，KKHが外国人に開放されて以

来，観光客の来訪が増加し，堅調に推移してきた

証しともいえるが，それらが過当競争の様相を呈

してきているのもまた事実である。

　パキスタンはインドとの係争地カシミール地方

の問題を抱えており，政情が不安定なアフガニス

タンやその他の西アジア諸国とも関わりが深い。

したがってゴジャール地区が，国際観光地として

外国人観光客を安定的に集めることは，未だ難し

いのが現状であり，観光業に過度に関わることは

リスクが大きい。

V．ゴジャール地区における開発の課題と可能性

　1）地域振興の現状における課題

　ゴジャール地区では，KKH開通に伴う流通の

向上と AKRSPをはじめとした NGO組織による

地域振興の諸策によって，その社会・経済的な構

造が大きく変わりつつある。とりわけ，ジャガイ

モに代表される商品作物の導入と拡大，観光業へ

の傾倒は著しいが，それにも各村の立地条件の違

いによる差異が認められる。

　フセイニー村は，その立地条件から観光業によ

る地域振興を進めることが難しかったために，地

域の経済的発展をはかる方策として農業における

現金収入拡大の道，すなわち商品作物としての

ジャガイモ栽培を特化させてきた。その結果，村

の耕地の大部分がジャガイモの耕作地へと変わり，

住民はその連作によって生活に必要な現金収入を

得ている。パスー村でも，村内におけるジャガイ

モ栽培を拡大してきたが，一方で観光業にも積極

的に関わり，宿泊施設や店舗，運輸業を経営し，

ジャガイモの販売額を上回る収入を得る事例も見

られた。これには，山岳観光資源への近接性がゴ

ジャール地区の中で最も高いというパスー村の位

置的な優位性が大きく作用している。

　こうした各村の位置的な条件の差異が，それぞ

れに目指す地域発展の方向性の違いに結びついて

いることは事実である。そしてそこにはまた，

各々に特有の問題も生じている。

　フセイニー村では，ジャガイモ栽培に特化した

ことで，短期的には現金収入を拡大することがで

きたものの，連作障害の顕在化が経営の不安定要

因となり，各農家，さらには村の発展の持続性が

疑問視されるようになってきている。また，パ

スー村では，観光業に携わることで高収入を得る

事例も生じたが，不安定な国際情勢の影響でゴ

ジャール地区を訪れる観光客が急減し，観光業は，

一転して厳しい経営状況に追い込まれている。す

なわち，対応が極端に一つの形態に特化したそれ

ぞれの事例は，様々な問題を招来することになっ

たが，こうした現状は，この地区が，未だ目指す

べき正しい地域振興の方向性を見出していないこ

とを示している。

　2）持続的な地域振興の可能性

　ゴジャール地区には今なお十分に活用されずに

残されている地域資源は多い。自然環境の一部は

観光資源として利用されているが十分とはいえな

い。たとえば，フセイニー村の場合も，村の背後

にあるボリット湖やグルキン氷河，ザラバードへ

の吊り橋は観光資源として利用することも可能で

ありながら，村の地域振興に結びつけられていな

い。確かに地域の発展を目指す上で，不安定要素

の多い観光業に過度に依存することのリスクは大

きいが，ゴジャール地区の地域資源の有効活用に

は観光業によるのが最良の方法でもある。した

がって，むろん適正な範囲内にとどめる必要はあ

るが，むしろ積極的に観光化を進めることが，ゴ

ジャール地区の地域振興には必要である。

　そのためには，エコツーリズムの実現が適切な

道と考えられるが，たとえば前述したパスー村に

おける「バツーラ氷河・放牧地ツアー」は，エコ

ツーリズムの実践例として評価することができる。

このツアーと同様なシステムは，グルキン村など

ゴジャール地区内の他村でも実践例が見られる。

ただし，こうしたツアーでは自然景観だけでなく

文化的景観としての放牧地もまた重要な魅力とな

るため，その経営を維持し，良好な環境を保つよ

うに配慮しなければならない。

　これはまた，本村の農業についても同様であり，

これまで農村景観を保全してきた，麦，豆類の輪
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作による伝統的な農業形態を維持していくことは

重要である。もちろんジャガイモは，現金収入を

得るために最も重要な作物であり，金銭的な支出

が増大した今日の生活を支えるためには，その生

産をやめ，従来の自給的な農業に戻すというのは

現実的でない。ただ，連作障害を防ぎ，化学肥料

の過投入による環境への負荷を軽減するためにも，

フセイニー村に見られるようなジャガイモ生産に

特化した現状は是正されなければならない。その

場合，ジャガイモの減収分を補うために，他の換

金作物や観光業などの他産業を導入する必要もあ

ると考えられる。これについてもたとえば，農外

収入の増加によってジャガイモの生産が抑えられ，

結果，自給的な麦類の生産に回帰する傾向が見ら

れたパスー村の事例が参考になるかも知れない。

　また，地産地消とでもいうべきゴジャール地区

内における産業間での連携も必要である。パスー

における宿泊施設では，野菜や果実などは自家や

村内で生産されたものを利用していたが，穀物類

や肉類，調味料などの食材はギルギットなどで購

入したり，あるいは北西辺境州などから訪れる業

者から調達していた。これらを可能な限り村内あ

るいはゴジャール地区内の村落間で補完し合うシ

ステムを確立できれば，地域内における格差を是

正することにもつながると思われる。もちろんこ

うした企画を推進していくためには，村内あるい

は村をこえた人々の組織化が求められることはい

うもでもない。

　パスー村におけるツアーのシステムは，PRP

（Passu Reform Panel）という村の委員会によっ

て企画され，実践にうつされている。PRP は，

PDO（Passu Development Organization）を頂

点として村内に結成，運営される組織の一つであ

るが，こうした地域振興のための組織が，村人の

発意によって結成され，機能している点にこそ大

きな価値がある。もちろんこうした基礎には

AKRSPの指導によって設立されたVO，WOがあ

り，村の自治組織の伝統やこれらを自ら運営，成

長させてきた村人たちの経験が生きている。この

ように村を組織化することで意思統一を図り，地

域振興の指針を定めた上で具体的な施策を企画・

実践していくという手順を踏むことが，バランス

の取れた地域振興を推進する適正な道であると思

われる。

　さらに，こうした自治的組織の広域化，高度化

を推進する上で，人材もまた重要な地域資源にな

ると考えられる。ただ，前述の通りゴジャール地

区の人々の教育水準は高いものの，残念ながら，

多くの有為な人材が地区外に流出してしまってい

るのも現実である。完全に地区外へ移住していな

いまでも，ツアーガイドなどのいわば出稼ぎによ

る収入に依存しているケースは多い。こうした

人々も地区内に居住するだけの魅力と就業の機会

があれば，地区内にとどまり，あるいは戻ってく

るものと考えられる。その実現が可能な地域振興

策の求められるゆえんである。

VI．お　わ　り　に

　パキスタン北部地域のゴジャール地区では，

KKHの開通以降，交通の利便性が向上，物流が増

大し，自給的な村々の生活の中に商品経済がもた

らされた。さらに外国人に対して KKHの通行が

開放されると，豊かな自然景観を求める多くの観

光客の来訪を迎えることにもなった。一方，

AKRSPによる諸事業の展開は，この地区の産業

構造に変化を与える大きな機会となった。

　本稿では，こうした開発や地域振興策が，住民

の生活に与えた影響や問題点について地区内の 2

村における調査に基づき分析・考察した結果，以

下のような知見を得るに至った。

　農業面においては，たとえばフセイニー村にお

いて顕著に見られるように，ジャガイモ栽培が拡

大し，自給的な穀物・豆類の栽培は急減した。

ジャガイモ栽培の拡大は，確かに短期的には多く

の現金収入をもたらすことになったが，伝統的な

輪作形態の縮小で連作障害などが顕在化，こうし

た農業の不安定な側面も露見し，村や農家の存続

自体が揺らいできている。また，パスー村の事例

に顕著な通り，ゴジャール地区では宿泊施設，店

舗の経営や運輸業などに深く関わることで，生活

様式を急激に変化させてきた経緯がある。ただし

外国人観光客の動向に大きく左右されるこうした

３２７



―　　―

産業は，今日のような不安定な国際情勢下では，

入込み客数が低下し，極めて厳しい経営状況に追

い込まれることにもなる。

　すなわち，特定の作物や産業への特化はリスク

が極めて大きく，結局のところ地域の存続を危う

くさせることにもなりかねない。むしろ地域の持

続的発展には，その伝統的な農牧業生産の形態や

それらに基づく地域固有の文化を維持することが

重要であり，商品作物の栽培や観光業は適正な範

囲の中で導入しながら，地域における生産環境の

多様性を推進する必要がある。このように伝統と

開発のバランスを維持し相互の調整をはかる上で

は，地域内住民の組織化と村落間の連携は重要で

あり，そのためにも高い教育水準の下で輩出され

る有為な人材の活用が大いに期待される。

　いずれにしても，ゴジャール地区の地域資源が

持つ可能性は未だ十分に活用されてはおらず，そ

れらを活かすためにも，ここまでに明らかになっ

た問題点を整理し，残された課題を克服しながら，

地域の事情に即した地域振興を実現することが求

められる。

注

 1）SP's office in Gilgitによれば，ギルギットを訪れ
た外国人は，1985年に 4,500名だったものが，1986
年には 9,253名へと倍増しており，ゴジャール地区を
訪れる外国人旅行者も増加した．

 2）2000年末現在，ゴジャール地区を含めたフンザ地
方では，102の VOと 107のWOが組織されており，
会員数はそれぞれ 6,506，5,750となっている．

 3）ハイバルにある発電所はいずれも水力によるもの
で，1号機が 1987年に，2号機が 1998年に運転を開
始している．しかしながらいずれも500　KW程度の能
力しかなく，動力となる水の供給も天候による影響を
受けて不安定なため，需要に見合う安定的かつ十分な
電力が供給できているとはいえない．

 4）たとえばゴジャール地区の伝統的な農業について
は，元来の土地利用形態を残す 1988年，1989年当時
のシムシャール村の事例が，水嶋（1990）により示さ
れている．それによれば耕地の大半は小麦，大麦，エ
ンドウの栽培にあてられており，それらの輪作によっ
て農地を維持してきたことがわかる．

 5）グルミットはいくつかの小集落に分かれるが，総計
で 285世帯，2,241人（2002年現在）が居住するゴ
ジャール最大の集落である．

 6）2002年は例年に比べ極端に観光客が少なかったた
め，ここでは，例年に近い 2001年の数字を示してい
る．

 7）パスー村には 2003年現在，ワゴン車が 1台，ジー
プが 6台　4輪駆動車が 1台あり，それぞれ所有者が
運転し，観光客の足として活躍している．パスー村の
ある世帯での調査（2001年）によれば運輸業による
収入は，年間で 100,000　Rs程度であった．

 8）イスラマバードの旅行社に所属していた村の男性へ
の聞き取りによれば，ツアー期間中，一日に 1,000　Rs
の報酬が得られるとのことであった．

 9）実際に，夏季には労働時間が長くなる傾向もある．
たとえば，パスー村内のある宿泊施設のマネージャー
（パスー村出身者）への聞き取りによれば，夏季には
宿泊施設での労働に時間をとられるため，睡眠時間は
午後 12時から午前 5時と冬季よりも 3時間程度短く
なっている．

10）落合（2000）および，2003年の調査によれば，た
とえばパスー村の 6施設のうち，表 5の P Inn（1984
年開業），B Inn（1974年開業），S Hotel（1985年開
業）以外の 3施設はそれぞれ 1996年，1997年，2003
年の開業で，いずれも新しい．また，スストにあるホ
テルの大半も，1986年以降の開業である．
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